
ファミリーマート　月次営業報告（2018年3月）

■営業実績　（国内；単体ベース）

前年比
伸び率（%）

日商

客数

客単価

全店 売上高

※全店売上高伸び率はファミリーマートとサークルＫ・サンクスの合算値

■店舗数

当月 年度累計

出店 28 28

ブランド転換※ 143 143

閉店 24 24

純増 147 147

月末店舗数 14,954 14,954 1,330 17,205 6,921 24,126

17/2期 18/2期 19/2期 累計

ブランド転換※ 829 2,720 143 3,692
※サークルＫ・サンクスからファミリーマートへのブランド転換店。

■AFC別月末店舗数

沖縄 南九州 JR九州R 国内AFC計

325 406 190 921

[ＦＦ]

[おむすび]

[弁当]

[惣菜]

本書のいかなる情報も、ユニー・ファミリーマートホールディングス株式の購入や売却等を勧誘するものではありません。投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなされますようお願い申
し上げます。また、当社は本書の内容に関し、いかなる保証をするものでもありません。内容についての誤り及び掲載された情報に基づいて被ったいかなる損害についても、当社及び情報
提供者は一切責任を負いかねます。また、内容に関する一切の権利はユニー・ファミリーマートホールディングス株式会社にあります。

3月の総括
当月は前年同月に実施した大型販促キャンペーンの反動減（既存比影響：△1％程度）があったものの、
おむすび100円セールが奏功したほか、飲料・酒、アイスクリーム等が前年を上回ったことから、既存店
日商伸び率はプラスに転じた。尚、カード・チケットによる既存比に対する押し上げ影響は1.5％程度
だった。ブランド転換については、当月の143店を加え前期からの累計で3,692店となり、今秋までの転
換完了に向け順調に進捗している。

■商品別状況 ※文中の価格はすべて税込

原料や製法にこだわり全面刷新した「ジューシーハンバーグ弁当」（498円）等の発売に合わ
せて、お弁当全品のお買い得セールを実施し、前年実績を上回った。

おむすび100円セールを実施したほか、新商品「魚沼産コシヒカリ　炙り焼　豚トロ」(168
円)等、高単価商品の貢献もあり、10％強の大幅伸長となった。

旬の筍を風味豊かに仕上げた「筍の土佐煮」(198円)を始め、「お母さん食堂」シリーズの好
調により引き続き前年比プラスで推移した。

看板商品である「ファミチキ」等のチキンメニューを対象とした「チキンフェスティバル」
が好評を博した。
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株式会社ファミリーマート　月次営業実績の推移[2018年度]

■営業実績（国内；単体）

・ファミリーマート

18/3 18/4 18/5 18/6 18/7 18/8 18/9 18/10 18/11 18/12 19/1 19/2

日商 1.2

客数 △ 2.3

客単価 3.5

18/3 18/4 18/5 18/6 18/7 18/8 18/9 18/10 18/11 18/12 19/1 19/2

0.0

※全店売上高伸び率はファミリーマートとサークルＫ・サンクスの合算値

■店舗数

・ファミリーマート

18/3 18/4 18/5 18/6 18/7 18/8 18/9 18/10 18/11 18/12 19/1 19/2 合計

出店 28

ブランド転換(※） 143

閉店 24

純増 147

月末店舗数 14,954

※サークルＫ・サンクスからファミリーマートへのブランド転換店

18/3 18/4 18/5 18/6 18/7 18/8 18/9 18/10 18/11 18/12 19/1 19/2

ファミリーマート
（プロパー）

14,954

ｻｰｸﾙK・ｻﾝｸｽ
（プロパー）

1,330

国内AFC 921

国内計 17,205

海外AFC 6,921

国内外計 24,126

・国内AFC内訳

18/3 18/4 18/5 18/6 18/7 18/8 18/9 18/10 18/11 18/12 19/1 19/2

沖縄 325

南九州 406

ＪＲ九州リテール 190

国内AFC計 921

前年比伸び率（%）

既存店

前年比伸び率（%）

チェーン全店売上高


